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発表演題名 白色腐朽菌を用いたダイオキシン類低減化に関する研究（第２報） 

発表学会名 第 38 回環境保全・公害防止研究発表会 
発表者名 三木 崇 

開催場所 青森市 

発表日時 平成２３年１１月２８日 

発表内容 福井県内で確認された染色排水(染料由来)のダイオキシン類汚染も対象
に、低コストで環境負荷の小さな処理技術として、キノコの一種(白色腐朽
菌)の分解酵素を利用した低減化試験を検討した。 
食用キノコ株（ふくひら２号）を用いた低窒素培地の液相分解（1～28

日間）では、10,000pg の 2,3,4,6,7,8-HxCDF を 7 日間で８割程度分解す
ることが確認できた。1mM の Lac メディエータを添加した系の低減化率
は 57～79％で、Lacメディエータを添加しない系（89％）より分解効果が
若干劣る結果となった。 
また、菌体内の代謝酵素（シトクローム P-450）を阻害するピペロニル
ブトキシドを添加した系では分解の進行が阻害され、分解反応には菌体表

面への接触が関与している可能性が示唆された。 
 
 
 

 


